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論 文 の 内 容 の 要 旨
　Partridge & Peebles （1967）らによって、Lyman-alpha輝線を用いて初期宇宙での若い銀河が観測できるこ
とが提案されてから、現在までに様々な観測が行われてきた。その中で、遠方で Ly-alpha輝線で明るく輝














要がある。ガス雲が速度分布を持つ場合については、Tasitsiomi （2006）や Verhamme et al. （2007）が Monte 
Carlo 法を用いたコードを開発し、単純なモデルにおける Ly-alpha輝線のプロファイルを計算して観測によっ
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配がある場合には CRDではピークの片側がなくなって 1つのピークになるのに対し、PRD では両方のピー
クが保存されて2つのピークを持った輝線プロファイルとなり、PRDと CRDの違いが顕著となった。一方で、




審 査 の 結 果 の 要 旨
　本論文は、Lyman-alpha 輝線の脱出プロファイルに対する振動数再分配の効果を輻射輸送計算によって調
べたものである。解析によって、速度勾配が音速の数倍のとき、再分配の方法によって大きな違いがあるこ
とを明らかにした。これらの違いは原始銀河から脱出した際の最終的な輝線プロファイルにも大きな影響を
与えるものであり、対象とする系において再分配の効果を正確に含めることが重要であることを示した点に
おいて、その学術的価値は十分評価される。
　よって、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
